


はじめに 

昭和 43 年以来,西日本一帯に多数の患者が発生したPCB 中毒症,いわゆる「カネミ油症」は,

現在でも,診断,治療の面で未解決の問題が多く,また,PCB の小児の成長,発育及び次代の

健康等の影響について,危倶がもたれている。 

長崎県では,長崎市,五島列島玉之浦町,奈留町に,多数の PCB 汚染食用油摂取者が居住し,

油症患者と認定されている者は 683 名である。 

これらの油症患者の中には,経口摂取のみでなく,母乳または経胎盤により発生した児も相

当数みられ,妊娠可能な油症患者にとっては深刻な問題である。 

我々は,PCB 汚染地区の母子健康管理の資とするため,次の 3 つの項目について研究を行っ

たので報告する。 


